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児童アンケート 比較（令和３年度 １．２学期） 
Ａ：よくできた Ｂ：多少できた Ｃ：あまりできなかった Ｄできなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価（よくできた+多少できた）はほぼ変わらないが、「よくできた」の割合が減少している。「よくで

きなかった・あまりよくできなかった」の割合がほぼ一定である。遊びや授業での話し合い、伝えあい

活動などを通して、友人関係づくりを育んでいきたい。 



 

 

 

 

は減少傾向である。（問 2②）学校生活の様々な場面で、子どもたち自身で考え、行動させる場を積極的

に設定していきたい。家庭学習については（次ページ問２③）「よくできた」の割合は増加しているが、

「あまり/よくできなかった」の割合が一定である。家庭学習が定着しさらに頑張ろうとしている児童

とそうでない児童の二極化が進んでいる傾向にあるか。 



 グラウンドが狭い状況、コロナ禍の影響で行事や部活動が削減されている。前年度に比べ、相対的に

運動する機会や時間が減少している中で「休み時間にたくさん運動ができた」（次ページ問 3②）児童の

割合が増えているのは喜ばしい。体育科の授業時間も含め、全職員で工夫を凝らし、限られた環境の中

で楽しく運動できるようにしていきたい。 
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いる中で「休み時間にたくさん運動ができた」（次ページ問 3②）児童の割合が増えているのは喜ばし

い。体育科の授業時間も含め、全職員で工夫を凝らし、限られた環境の中で楽しく運動できるようにし

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



あいさつについては「おうちの人」を除いて、「よくできた」割合が減少している。児童会が朝のあい

さつ運動を毎日行っているが、登校してくる児童の反応は消極的である。また、しっかりあいさつがで

きる児童とそうでない児童の差も大きい。あいさつの声が学校全体から聞こえてくるような習慣化がほ

しい。教師の方からも積極的に行い、粘り強く、継続していきたい。 

 

 



毎日、楽しく学校生活を送り、困ったことがあれば相談できる学校にしていきたい。「楽しいと思わな

い」児童が少ないながらも昨年に引き続き存在し、教師に相談が「よくできた」の割合も減少している。

楽しいと思っていない児童に焦点をあて、アンケートや教育相談の機会を増やし、教師と話ができる、話

がしやすい環境の設 

定が必要である。 

 

 

 

 

 



している。保護者からの目線では、ほぼ達成しているといってよいのではないか。今後とも家庭と連

携して、「めざす児童像」となるように子どもたちを育んでいきたい。 

保護者アンケート 比較（令和３年度 １．２学期） 
Ａ：そう思う Ｂ：ややそう思う Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：そう思わない
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